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巻頭言

各支部より

　　西村　洋平（若狭支部）　　　　細川　智洋（若狭支部）

　　西村　栄子（丹南支部）　　　　䋆谷　洋幸（福井支部）

　　吉澤るみ子（坂井支部）　　　　中川勇紀子（奥越支部）　　　　

　　村上　勝一（二州支部）

研修委員会より



会長

　介護支援専門員協会は、いわゆる３層構造に

なっていることは周知のことと思います。日本

協会と、都道府県協会、それに支部の３層構造

（支部会員が必ずしも県協会や日本協会会員で

はないようですが…）。長らく支部のなかった

大所帯の福井市が再度立ち上げとなり、福井県

協会としては大変嬉しく思っております。個人

的に行政の医療介護福祉関係の会議に出席する

ことがあります。福井市の会議に出席すると、

各種団体からの代表者が出席していることに気

が付きます。ところが、介護関連の重要なポジ

ションにいるケアマネの、代表としての出席者

はありませんでした。ケアマネが個人的（正確

には様々な分科会に出席しているケアマネ）に

出席しているに過ぎませんでした。福井支部の

再結成は職能団体として代表者を送れる機会と

なりました。様々な会議での議事や各種情報を

会員に伝達することは大変重要な仕事と考えて

おり、今後は福井支部の会員に広く情報が行き

渡ることを期待しています。また、行政や他団

体に意見を言える場は限られており、職能団体

としての立場を表明することは極めて重要と考

えています。

　ケアマネを取り巻く情勢は日々変わっていま

す。問題となる事象にはトレンドがあり、その

趨勢に影響され各種研修や議題が決まっていく

気がします。ACP、意思決定支援、BCP、ハ

ラスメント…など、大きな災害や事件、政策な

どによって変わっている。そういったトレンド

に乗り遅れず、理解し習得することを疎かにす

ることは出来ないと思います。ただし、トレン

ドに応じた課題を紐解く根底には、クライアン

トである人間が存在することを忘れてはならな

い。様々な課題を解決するプロセスを理解する

だけでは、自分もクライアントも含めて“幸

せ”を感じるとは限らないのではないでしょう

か？課題解決のプロセスを実行するゴールは、

自分も含めた皆の“幸せ”であるはずです。そ

のゴールを忘れてプロセスを議論することは本

末転倒です。自分の幸福感と他人のそれが違う

のは当たり前で、それを理解してトレンド課題

に対応していくのは実は大変な作業と考えてい

ます。自分がどんな経験をして、どんな感情を

抱いたかが大きく影響して自分の価値観が形成

されます。自分の価値観を知って、初めて他人

の価値観と比較ができます。自分を知ることは

幸せになる第一歩であり、それがクライアント

にとって重要な課題を紐解くことにつながると

思います。

巻　頭　言

貴 志　英 生

福井県介護支援専門員協会

(2) 3８号 令和７年９月発行



　日頃より協会活動にご理解・ご協力をいただ

き、心より感謝申し上げます。

このたび、前期に続き今期も日本介護支援専門

員協会（以下、日本協会）北陸ブロック理事を

務めさせていただくことになりました。改めま

して、身の引き締まる思いですが、引き続き、

現場で働くケアマネジャーの声を大切に、日本

協会へしっかり届けていきたいと考えていま

す。

　さて、日本協会の広報紙「JCMAだより」は

これまで郵送で届いておりましたが、令和7年

1月発行の第51号より電子版（PDF）となり

ました。日本協会ホームページの会員専用ペー

ジに掲載され、メールマガジンで発行のお知ら

せがあります。「JCMAだより」をご覧いただ

くため、メールマガジンへのご登録をお願いし

ます。なお、会員情報のメールアドレスは、事

業所代表等のものではなく、個人のものをご登

録いただければと思います。

　あわせまして、日本協会の令和7年度【重点

課題】としまして、

　1. 会員増強と組織強化

　2. 介護保険法改正・介護報酬改定対策

　3. 調査研究推進

　4. 介護支援専門員の資質向上

　5. 介護支援専門員の将来像

　が掲げられています。これらの課題を福井県

内また北陸ブロック、全国のケアマネジャーと

共有し、地域の声を反映させていくことが重要

と考えております。

　今年度は、10月19日に北陸ブロック大会、

11月1日・2日には全国大会（20周年記念大

会）が予定されています。他のケアマネジャー

と直接つながり、実践を振り返り、未来を語り

合える大切な機会です。ぜひ多くの方に参加い

ただければと思います。

　今期もどうぞよろしくお願いいたします。
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一般社団法人　日本介護支援専門員協会 西 村 洋 平北陸ブロック理事 (若狭支部)

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会 細 川 智 洋副会長 (若狭支部)

　若狭支部の細川です。今期も副会長・渉外を

拝命しました。任期の2年間会員の皆様が安心

して業務に関われるお手伝いをさせていただき

たいと思っております。

　若狭支部では役員改選が行われ、下野新会長

のもと新体制となりました。若狭支部では年2

回の研修会、交流会（という名の飲み会）を目

標に動いています。会長・副会長・会計を含む

役員会で研修会の原案を企画し、運営委員会で

内容を検討し実施しています。8月8日には若

狭町と連携を取り、とやまケアマネ羅針盤（コ

ンパス）の会　黒田正一氏を招いてシャドウ

ワークについての研修会を行いました。小規模

であることを活かし、現場の声に迅速に対応で

きる研修を企画しています。

　2026年5月23日・24日にはケアマネジメ

ント学会の全国大会が福井で行われます。ケア

マネジメント学会の大会ではありますが、福井

開催ということで県ケアマネも協力して動いて

いきます。

　10月19日には北陸ブロック研修会が富山県

民会館にてハイブリッドで開催されます。

　11月1日・2日は日本協会の全国大会が東京

国際フォーラムで行われます。第20回の記念

大会です。

　12月13日は福井県協会の学術大会です。吉

澤理事のもと着々と大会に向け動いているとこ

ろです。今回若狭支部は査読担当、皆さんがど

のような事例を出されるのか非常に楽しみにし

ています。

　副会長をしていますが、私勉強は苦手です。

研修の参加も熱心ではありません。でも自身の
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　丹南支部では、令和6年度最後の研修会を令

和7年4月16日（水）に開催いたしました。

　今回のテーマは、「共生社会の実現を推進す

るための認知症基本を学ぶ ～新しい認知症観と

は～」。

　講師には、認知症ケアの第一人者である永田

久美子氏をお迎えし、認知症に対する新しい理

解と支援のあり方について、介護支援専門員と

しての視点を深める機会となりました。

　参加者は53名にのぼり、講演後には「認知

症の人を“支える”だけでなく、“ともに生き

る”という視点が大切だと感じた」「現場での

対応にすぐ活かせる内容だった」といった声が

寄せられ、実践的かつ意義深い研修となりまし

た。

　令和7年度の丹南支部総会は、**令和7年8月

28日（水）**に開催予定です。

　総会に併せて、特別講演として

　**「防ごう！まだまだ危険　熱中症」**を

テーマに、公立丹南病院 脳卒中リハビリ看護認

定看護師 居関友也氏を講師にお迎えします。

　近年の猛暑の影響により、居宅支援事業所に

おいても熱中症対策が従来以上に困難となって

おり、介護支援専門員自身の予防意識の向上

と、利用者への安全な支援の実践が求められて

います。

　講演では、屋内外での温度管理、水分摂取の

促し方、体調変化への気づきなど、現場で役立

つ具体的な対応策が紹介される予定です。

　そのような中、丹南支部では令和7年11月

14日（木）に学術大会の開催を予定してお

り、現在、実行委員会を中心に準備を進めてい

ます。

　大会では、介護支援専門員として日々奮闘す

る中で感じる不安や疑問に向き合い、「これか

らの私たちに何ができるのか」を参加者の皆様

とともに考える場とすることを目指していま

す。

　大会実行委員の森国氏は、「ケアマネジメン

トが介護保険の核として続いていくために、私

たちがすべきことを参加者の皆さんと一緒に考

えていきたい」と語り、

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会 西 村 栄 子副会長 (丹南支部)

　上木氏は、「現状や未来に対して不安や疑問

を感じている介護支援専門員にとって、“勇気

と希望”が得られる大会にしていきたい」と意

気込みを述べています。

　丹南支部では、今後も地域の介護支援専門員

のニーズに応じた支援活動を継続し、介護支援

専門員の専門性と連携力を高める取り組みを推

進していきたいと思います

不勉強で利用者さんや介護者さん、仲間に不利

益が出ることは困るのでどうしようかなぁと考

え、①できる仲間を増やす（人に頼る、これは

楽）②前向きに関わるようにする（頼るばっか

りだとそのうち嫌がられる気がするので、自分

の得意な分野を中心に勉強もしていく）ことに

しました。ネットワークを作るには研修や県ケ

アマネの事業に参加することは有効です。事例

発表や研究を苦手に感じる方は多いと思いま

す。が、自身が当たり前と思っていた動きが実

はすごく良い方法な場合もあります。自分の強

みや弱みを把握するうえでも、研修会などに積

極的に参加し自己覚知していくのはいいことで

す。

　来年北陸ブロック大会は福井が担当です。細

川が実行委員させてもらうことになるかと思い

ます。今気になっていること、勉強したいこと

などありましたらお気軽にご提案ください。仕

事は大変です、面倒です。どうせ面倒なので、

楽しんで面白がってケアマネ業務していきま

しょう。一人で悩まず愚痴って笑える仲間を作

りましょう。仲間になってください。



(5)3８号令和７年９月発行

　令和7年度、ケアマネふくいでは介護支援専

門員の皆様が安心して業務に取り組める環境づ

くりを目指し、以下の事業に取り組んでまいり

ます。

　まず、昨年12月に発足したばかりの支部で

あるため会員増加へ取り組んでまいります。研

修会などの場を活用し、支部の活動や意義につ

いて広く啓発を行います。私たちは職能団体と

しての組織力を高め、現場の声が国政へと届く

仕組みづくりを目指しています。また、支部の

強みを活かした相談窓口の設置により、介護支

援専門員が気軽に相談できる体制を整え、仲間

同士が支え合える組織づくりを進めていきま

す。

　７月12日(土)に総会を開催し、そのあとに4

つのテーマ（モチベーション、シャドーワー

ク、カスタマーハラスメント、ICT・AIの活

用）に分かれてグループディスカッションを行

いました。ディスカッションでは会員の皆様か

ら貴重な声を聴くことができました。いただい

た意見は『現場の声』として現在取りまとめを

行っており、9月中を目途に行政へ報告する予

定です。

　資質向上に関しては、ケアマネジメントに関

連する多様な研修を企画・実施し、専門性の向

上と実践力の強化を図ります。現場で求められ

る知識やスキルを深めることで、ご利用者やご

家族により質の高い支援が提供できるよう努め

てまいります。

　また、業務遂行に関するサポート体制の整備

にも力を入れます。日々の業務で生じる悩みや

課題を気軽に共有できる環境を整えるととも

に、寄せられた声を丁寧に拾い上げ、支部とし

ての課題として取り組んでいきます。関係機

関・団体との連携も強化し、福井県介護支援専

門員協会との連携はもちろん、福井市内の各種

関係機関や団体との協力体制を築き、委員の選

出・派遣を通じて地域福祉の向上に貢献しま

す。

　さらに、災害支援への協力・連携にも積極的

に取り組みます。災害時における介護支援専門

員の役割は非常に重要です。福井県介護支援専

門員協会と連携し、災害時の支援体制の構築と

実践的な対応力の強化を図ります。

　ケアマネふくいは発足したばかりですが「現

場に寄り添う支部」として皆様とともに歩み、

支え合いながら、より良い介護支援専門員の未

来を築いてまいります。今後ともご理解とご協

力を賜りますよう、よろしくお願い申し上げま

す。

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会 䋆 谷 洋 幸 (福井支部)

　丹南支部では、令和6年度最後の研修会を令

和7年4月16日（水）に開催いたしました。

　今回のテーマは、「共生社会の実現を推進す

るための認知症基本を学ぶ ～新しい認知症観と

は～」。

　講師には、認知症ケアの第一人者である永田

久美子氏をお迎えし、認知症に対する新しい理

解と支援のあり方について、介護支援専門員と

しての視点を深める機会となりました。

　参加者は53名にのぼり、講演後には「認知

症の人を“支える”だけでなく、“ともに生き

る”という視点が大切だと感じた」「現場での

対応にすぐ活かせる内容だった」といった声が

寄せられ、実践的かつ意義深い研修となりまし

た。

　令和7年度の丹南支部総会は、**令和7年8月

28日（水）**に開催予定です。

　総会に併せて、特別講演として

　**「防ごう！まだまだ危険　熱中症」**を

テーマに、公立丹南病院 脳卒中リハビリ看護認

定看護師 居関友也氏を講師にお迎えします。

　近年の猛暑の影響により、居宅支援事業所に

おいても熱中症対策が従来以上に困難となって

おり、介護支援専門員自身の予防意識の向上

と、利用者への安全な支援の実践が求められて

います。

　講演では、屋内外での温度管理、水分摂取の

促し方、体調変化への気づきなど、現場で役立

つ具体的な対応策が紹介される予定です。

　そのような中、丹南支部では令和7年11月

14日（木）に学術大会の開催を予定してお

り、現在、実行委員会を中心に準備を進めてい

ます。

　大会では、介護支援専門員として日々奮闘す

る中で感じる不安や疑問に向き合い、「これか

らの私たちに何ができるのか」を参加者の皆様

とともに考える場とすることを目指していま

す。

　大会実行委員の森国氏は、「ケアマネジメン

トが介護保険の核として続いていくために、私

たちがすべきことを参加者の皆さんと一緒に考

えていきたい」と語り、

　上木氏は、「現状や未来に対して不安や疑問

を感じている介護支援専門員にとって、“勇気

と希望”が得られる大会にしていきたい」と意

気込みを述べています。

　丹南支部では、今後も地域の介護支援専門員

のニーズに応じた支援活動を継続し、介護支援

専門員の専門性と連携力を高める取り組みを推

進していきたいと思います



　三国港で獲れる越前ガニを始め、サスペンス

ドラマに欠かせない東尋坊、〝ちはやふる〟と

新幹線で一段と有名になった芦原温泉・・・

と、観光でも賑わう坂井市とあわら市で構成さ

れた坂井支部です。

　坂井支部ではケアマネSAKAIのメンバーが中

心となり、今年度も保険者の坂井地区広域連合

と協力して研修を開催していく予定です。毎月

1回、夕方から委員会を開催して内容を決めた

り、課題を話し合ったり、情報交換などを行っ

ております。

　今年度から越前ガニをイメージした≪ＣＭ　

SAKAI≫の赤いキャラクターも仲間入りしまし

た。爪がチャームポイントです。会の活動を中

心にインスタなどで発信しておちゃめに活躍し

ています。皆さんも是非、インスタを見て〝い

いね〟して下さいね。それと、まだ名前が付い

ていません。皆さんに愛される名前を募集して

おります。併せてよろしくお願いします。

今年度の取り組みとしては、まず5月17日に総

会を開催しました。大勢のケアマネさんたちが

集まってくださいました。その後の研修会に

は、福井赤十字病院居宅介護支援事業所の山崎

奈満氏を講師にお招きして、ケアマネに必要な

相談援助技術について学びました。グループ

ワークではリフレーミング技法を用いて話し合

い、新たな感銘と思考を各々が感じ取りまし

た。

　また、8月22日にはSAKAI式事例検討会、9

月11日はよろず相談会を開催しました。

新人ケアマネ、一人ケアマネ、ベテランケアマ

ネ、それぞれ悩みや考えを皆で共有していろん

な視点から意見を出し合い、モチベーション

アップにつなげました。

後期も集合研修を予定しています。坂井支部の

ケアマネジャーの資質向上につなげられるよう

にアンケートを実施しながら企画しておりま

す。

　12月の学術大会では、昨年行ったアンケー

トをもとに事例研究を行おうかと相談中です。

また、今年度はその「学術大会」の役割を担う

こととなりました。

今までは執行部にお任せしていたことがドーン

とのしかかり戸惑うことが多いですが、支部の

メンバーで成功に向けて進めております。最新

の知識や情報を得て活発な意見交換ができるよ

うにコーディネートできるとよいと思っており

ますが、とにかく有意義な大会になりますよ

う、皆さまご協力お願いします。

(6) 3８号 令和７年９月発行

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会

(奥越支部)中川 勇紀子理  事

　奥越支部では R7.5.17 に総会を行いました。

「介護支援専門員が学ぶべき口腔ケアー」とい

う演題で伊藤歯科医院の伊藤恵理子先生に講演

を頂き、お口の中の細菌によって引き起こされ

る虫歯や歯周菌が全身の健康に関わっていると

いう事を学びました。私としては利用者様の口

腔内を確認することに苦手意識があり、口頭で

の聞き取りのみにしておりました。しかし口腔

内の状態やお口の予防が自力でどこまでできて

いるのかなど細かいアセスメントすることがと

ても重要なことだと再確認しました。

　また、R7.9.27 には第２回研修会として、「ケ

アマネに必要な相談技術援助」と題して福井赤

十字病院居宅介護支援事業所の山﨑奈満さんに

講演していただく予定です。相談援助技術とは

何か！専門職としての有り方！自分を振り返

る！など今一度、再確認し、磨きをかけたいと

思っております。

　奥越ならではの過疎化問題、高齢者世帯、豪

雪による問題、複雑な家族関係等、多様化する

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会

吉澤 るみ子理  事 (坂井支部) 問題に柔軟な対応ができるように、また、少し

でも地域の人達が穏やかに安心して暮らしてい

けるように日々奮闘しています。
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　奥越支部では R7.5.17 に総会を行いました。

「介護支援専門員が学ぶべき口腔ケアー」とい

う演題で伊藤歯科医院の伊藤恵理子先生に講演

を頂き、お口の中の細菌によって引き起こされ

る虫歯や歯周菌が全身の健康に関わっていると

いう事を学びました。私としては利用者様の口

腔内を確認することに苦手意識があり、口頭で

の聞き取りのみにしておりました。しかし口腔

内の状態やお口の予防が自力でどこまでできて

いるのかなど細かいアセスメントすることがと

ても重要なことだと再確認しました。

　また、R7.9.27 には第２回研修会として、「ケ

アマネに必要な相談技術援助」と題して福井赤

十字病院居宅介護支援事業所の山﨑奈満さんに

講演していただく予定です。相談援助技術とは

何か！専門職としての有り方！自分を振り返

る！など今一度、再確認し、磨きをかけたいと

思っております。

　奥越ならではの過疎化問題、高齢者世帯、豪

雪による問題、複雑な家族関係等、多様化する

　令和7年5月31日に令和7年度福井県介護支

援専門員協会総会がサンドーム福井にて開催さ

れ、多くのケアマネジャーの方々が参加されま

した。

　また、二州支部では令和7年5月23日に通常

総会が開催され、総会後は「対人援助・人材育

成に役立つコミュニケーション技法」と題して

研修会も開催されました。

　今後も9月17日には「ケアマネジャーとし

て、経済的に困窮している世帯に関わることと

は」と題して研修会を開催する予定で、テーマ

は未定ですが来年2月にも研修会を開催する予

定です。

　私たちケアマネジャーは、管理者として働く

方も居れば、事業所の一員として働く方も居ま

す。

　そして、それまで携わった職種での業務経験

を基に数多くの利用者と関りを持ち、色々な事

に思いを馳せたり悩んだりする事で練れてい

き、より良い仕事ができるようになると思いま

すが、残念な事に様々な要因で退職される方、

長く休職しそのまま復職できない方、復職する

もすぐに退職してしまう方も居ます。

　私たちが関わっている方々は多種多様で、

様々な考え方を持っている方々、複雑な状況・

環境に置かれている方々など、一人として同じ

方は存在せず、数多くの「唯一の人」に関わっ

ています。

　そして、その関りの中で喜びがあってこの仕

事を続けたいと思うケアマネジャーも居れば、

悩む事があってこの仕事から離れるケアマネ

ジャーも居ると思います。

　12月の学術大会では、この先の超高齢化・

多様化社会に対応しつつ仕事を続けていくため

には、ケアマネジャーの在り方、そしてそれを

取り巻く環境はどうあるべきかを考える機会に

したいと考えております。

　来ていただく皆さんにとって、参加する価値

のある内容にしようと担当者全員で取り組んで

います。

　お忙しい中でも当会の研修会や大会の開催に

協力していただける方がいらっしゃいました

ら、是非ともお声かけいただければ幸いです。

　また、当会に対してのご意見ご要望などにつ

いても随時受け付けておりますので、事務局ま

でご連絡いただければと思います。

　気候が変わり涼しくなってきましたが、調子

を崩さないよう気を付けて過ごしていきましょ

う。

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会 村 上 勝 一理  事 (二州支部)

問題に柔軟な対応ができるように、また、少し

でも地域の人達が穏やかに安心して暮らしてい

けるように日々奮闘しています。
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　令和7年度主任介護支援専門員更新研修は、58名の受講生が、14日間の研修（令和7年9月

9日～令和8年1月29日）に望みます。今回で、3回目の更新者もおり、皆さん切磋琢磨して無

事に修了されることを願います。

　令和7年度主任介護支援専門員研修は、9月1日から申し込みを開始します。詳しくは福井県

介護支援専門員協会のホームページ（http://www.fkeamane.com）を参照ください。

一般社団法人　福井県介護支援専門員協会

(福井支部)浅井 智恵美理事

おともだち
皆さんとの情報共有の場にしていきたいと思います。

研修案内等も載せていきます。

友達追加はこちらからお願いします。

https://lin.ee/QQ4weCB
一般社団法人  福井県介護支援専門員協会

福井県介護支援専門員協会
一般社団法人

〒918-8004 福井県福井市木田3-8-16
【事務局】
〒918-8231福井県問屋町1-10 ユニックスビル112号
TEL 0776-58-3277/FAX0776-28-6877

11月17日

12月15日

2月19日

3月11日

制度の併用

精神科疾患の理解

ファシリテーター講座

ファシリテーター講座

利用者家族からのハラスメントについての
法的な視点7月11日

WEB

WEB

WEB

福井県自治会館

サンドーム福井 62名

月　日 会　　場 受講者数テ　ー　マ

研修の要望等ございましたら、福井県介護支援専門員協会へご連絡ください。

■ 福井県介護支援専門員協会のホームページ　http://www.fkeamane.com
各種研修会や県内各支部の日程、過去の会報誌等を掲載してあります


